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生命機能研究科の求める学生像 

 

１ アドミッション・ポリシー 

  生命機能研究科では、生命科学、医学、理工学における最先端の実験研究と理論研究を融

合し、新たな学問分野を開拓しようという高い意欲を持つ人を求めています。出身学部や経

歴にこだわらず、博士課程で学び、考え、高い目標を見つけ、将来さまざまな分野でリーダ

ーとなる強い意志と広い視野を持つ人材を求めています。 

 

２ 入試選抜の基本方針 

  入学者選抜は、修士論文またはこれに代わる研究論文、若しくは生命機能研究科で取り組

みたい分野の研究についての口述試験及び英語能力評価により行います。 

  ・ 口述試験は、専門知識、理解度等に関する評価を行います。決して一般的な筆記試験

で必要とされる網羅的な知識の量ではありません。 

  ・ 英語能力は、TOEFL、TOEIC 又は IELTS のスコアを利用し評価の対象とします。 

    ただし、スコアが基準点に満たない場合は、出願が認められませんので、基準点を必

ず確認の上、出願してください。基準点は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 命 機 能 研 究 科 の 概 要 

１ 教 育 理 念 

  20 世紀の生命科学は、遺伝子工学、分子細胞生物学、生物物理学、ゲノム科学などの急速

な進歩を基礎にして、遺伝子やタンパク質など生命体を構成する要素（生命素子）の物質的

基盤について目覚ましい理解をもたらしてきました。しかし、生命は、単なる物質の集合に

よって成り立っているのではなく、それら生命素子が動的かつ有機的に統合されて成り立つ

システムとして理解すべきであると考えられます。 

  生命機能研究科は、生命素子がどのように統合されて生命システムが構築されるのかを明

らかにすることが 21 世紀の生命科学に求められている大きな課題であると捉え、これからの

生命科学の中心として発展すべき新しい学問領域を創成することを目標としています。その

ため医学系、工学系、理学系の学問を融合した新しい研究体系を構築し、５年一貫制博士課

程の教育を通じて、大学や研究機関の最先端研究現場で高度な専門家や次世代の最先端研究

を担う研究者として活躍する人材、そして社会のより広い分野でリーダーとして活躍する人

材を育成します。 

 

 

２ 教育プログラム 

 ◆ 最先端の知識・技術の教育 

   生命機能研究科では、医学・生命科学と工学系テクノロジー・理論との融合によってこ

外部英語試験 トータルスコア 

TOEFL iBT ５７点 

TOEIC Listening & Reading Test ５５０点 

外部英語試験 オーバーオール・バンドスコア 

IELTS(アカデミック・モジュール) ６点 
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れまでにない新分野を創成することを目指しています。国内外の当該分野で、先導的な役

割を果たしているスタッフから最先端の知識と技術を教授するとともに、学問分野の融合

を目指した教育を行います。このような教育体制により、次世代の先導的生命科学分野を

開拓する世界レベルの人材を育成し、かつ生命機能研究の成果を社会に還元できる人材を

育成します。 

 ◆ 個性を生かした教育    

   生命機能研究科に入学を希望する者として、大阪大学のみならず他大学を含めた理系学

部（医学部・歯学部・人間科学部・心理学部・基礎工学部・工学部・薬学部・理学部・農

学部など）出身者、更には、素養と目的意識を持った文系学部出身者をも対象と考えてい

ます。なお、出身が異なる学生諸君への教育にあたっては、未経験分野の基礎教育を行う

とともに、それまで身に着けた知識と技術（個性）を埋もれさせることなく、むしろ生か

せるような教育を実施します。 

 ◆ 幅広い教育 

   新たな技術・分野の創出には多様な経験が必要です。また、生命機能研究科の成果を多

様な方法により社会に還元するためにもその人材が幅広い体験を持つことは有用です。 

   最先端の知識と技術を教授するとともに異分野を体験できる教育、民間企業研究所や寄

附講座の招へい教授による教育、更には、企業における研究体験を含めた教育等の社会的

ニーズを意識できる教育を行っています。 

 

３ 標準修業年限及び卒業要件について 

 ◆ 標準修業年限 

   標準修業年限は 3 年であり、通算 5 年を超えて在学することはできません。 

   ただし、修業年限（在学期間）には、休学期間（最長 3 年）を含みません。 

 ◆ 修了要件 

   3 年以上（5 年以内）在学し、所要の授業科目について 10 単位以上を修得し、かつ、必要

な研究指導を受け、最終試験に合格すると博士の学位が授与されます。また、優れた研究

業績をあげた者については、早期に博士の学位を取得する道も開かれています。なお、本

研究科で修得できる博士の学位は、生命機能学、工学、理学及び学術から選択することが

できます。 
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学 生 募 集 要 項 
 

１ 募 集 人 員   

 

２ 出 願 資 格 

  次の各号のいずれかに該当する者 

⑴   我が国において、修士の学位又は専門職学位を有する者及び 2025 年 3 月 31 日までに取

得見込みの者 

⑵   外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2025 年 3

月 31 日までに授与される見込みの者 

⑶   外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2025 年 3 月 31 日までに授与される見込み

の者 

⑷   我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2025 年 3 月 31 日ま

でに授与される見込みの者 

⑸   国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者及び 2025 年 3

月 31 日までに授与される見込みの者 

⑹   外国の学校、上述の⑷の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、

大学院設置基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位

を有する者と同等以上の学力があると認められた者及び 2025 年 3 月 31 日までに認められ

る見込みの者 

 ⑺ 文部科学大臣の指定した者（平成元年 9 月 1 日文部省告示第 118 号） 

  ① 我が国の大学を卒業し、大学、研究所等において 2 年以上研究に従事した者及び 2025

年 3 月 31 日までに 2 年以上研究に従事する見込みの者で、本研究科において、当該研究

の成果等により修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

  ② 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信

教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育におけ

る 16 年の課程を修了した後、大学、研究所等において 2 年以上研究に従事した者及び

2025 年 3 月 31 日までに 2 年以上研究に従事する見込みの者で、本研究科において、当該

研究の成果等により修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

 ⑻ 本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者

と同等以上の学力があると認めた者で、2025 年 3 月 31 日までに 24 歳に達するもの 

   ※医学科、歯学科、薬学科及び獣医学科に関する６年制学部卒業者は、出願資格(8)によ

り取扱います。 

 

 

 

 

 

 

専攻 研究分野 募集人員 

生命機能 
ナノ生体科学、細胞ネットワーク、時空生物学、個体機能学、

脳神経工学、生体ダイナミクス、生命理工学 

 

若干名 
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３ 出願資格審査 

 ⑴ 「２出願資格⑺又は⑻」の適用を受けようとする者は、出願前に個別の出願資格審査を

行います。この審査により出願資格が認められた者に限り出願することができます。 

   申請方法：申請書類は郵送してください。封筒(角形２号(33×24 ㎝))の表に出願資格審

査書類在中」と明記し、必ず「簡易書留郵便」で申請期間内に必着するよう郵

送してください。 

   申請期間：2024 年 11 月 18 日（月）～11 月 22 日（金） 

   送付先 ：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１－３ 

        大阪大学大学院生命機能研究科大学院係 

   結果通知：2024 年 12 月 13 日（金） 

    ※速達簡易書留により結果を通知します。電話による問合せは一切受け付けません。 

 ⑵ 出願資格審査書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※２出願資格⑺の適用を受けようとする者は、上記の審査書類に加えて、大学、研究所等において 

2 年以上研究に従事したこと（見込みを含む）が分かる証明書を別途添付してください。 

 

４ 出 願 手 続 

⑴  出願期間：2025 年 1 月 6 日（月）～1 月 10 日（金）17 時必着 

検定料納入期間：2024 年 12 月 30 日（月）～2025 年 1 月 10 日（金）15 時 

出願方法：申請書類は郵送してください。封筒(角形２号(33×24 ㎝))の表に「編入学試

験入学願書在中」と明記し、必ず「簡易書留郵便」で出願期間内に 必着 するように郵送し

てください。但し、期限後に到着した場合でも消印有効期日〔2025 年 1 月 8 日（水）〕以

前の日本国内発信局消印のあるものに限り受理します。やむを得ず持参する場合は、出願

書類等を一括して封筒(角形２号(33×24 ㎝))に入れ、出願期間の 9:00-11:00、13:00-

16:00 の間に、下記大学院係窓口で提出してください。 

送付先：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1-3 

        大阪大学大学院生命機能研究科大学院係 

⑵出願書類 

＊出願資格審査により出願が認められた者は＊の書類の提出は不要です。 

書  類  等 摘              要 

出願資格審査申請書 

本研究科所定の様式に氏名等、必要事項を記入してください。 
出願資格審査履歴書 

研究実績（業績）調書 

志 望 理 由 書 

卒 業 (修 了 )証 明 書 

成 績 証 明 書 

・最終学校の卒業(修了)証明書(見込みを含む)及び成績証明書。 

・出身大学長等が作成し、厳封したもの（日本語又は英語）。ただ

し、偽造防止用紙による証明書は、厳封を要しません。 

・複数の大学及び大学院の課程修了（見込みを含む）者は、該当する

全ての学部と大学院についてそれぞれ証明書を提出してください。 

・大学等の編入学者は編入学前の学校の成績証明書も併せて提出して

ください（退学により編入学前の学校を離籍した場合も含む）。 

出 願 資 格 審 査 

結 果 通 知 封 筒 

定型封筒（長３）の表面に、住所・氏名・郵便番号を明記し、速達簡

易書留用料金として 760 円分の切手を貼付してください。 
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書  類  等 摘          要 

入 学 願 書 本研究科所定の様式に氏名等、必要事項を記入してください。 

検 定 料 収 納 証 明 書 

本研究科 HP 掲載の「入学検定料支払いの流れ」に従い、検定料 30,000 円

（※別途システム手数料がかかります。）を納入後、 

検定料納入システムから検定料収納証明書を印刷してください。 

なお、次の者は検定料不要です。 

・国費外国人留学生として入学する者 

・本学修士（または博士前期）課程を 2025 年 3 月修了見込みの者 

*研究実績（業績）調書 本研究科所定の様式に氏名等、必要事項を記入してください。 

*志 望 理 由 書 本研究科所定の様式に氏名等、必要事項を記入してください。 

*学部及び大学院の

成 績 証 明 書 

・出身大学長等が作成し厳封したもの（日本語又は英語）。ただし、偽造防

止用紙による証明書は厳封を要しません。 

・複数の大学及び大学院の課程修了（見込みを含む）者は、該当する全ての

学部と大学院についてそれぞれ証明書を提出してください。 

・大学等の編入学者は編入学前の学校の成績証明書も併せて提出してくださ

い（退学により編入学前の学校を離籍した場合も含む）。 

・高等専門学校出身者は本科及び専攻科両方の成績証明書を提出してくださ

い。 

*修了（見込）証明書 

・出願資格教育機関長等が作成し厳封したもの（日本語又は英語）を提出し

てください。 ただし、偽造防止用紙による証明書は厳封を要しません。 

・海外の大学等の卒業・修了者で、証明書内に学位名が記載されていない場

合は、併せて学位に関する証明書の提出が必要です。 

修士論文または 

それに代わる論文 

及び 

要旨 

口述試験の発表内容に応じて、次の①～④のいずれかを提出してください。 

(①  が無い方は②、②が無い方は③、③が無い方は④) 

①  修士論文 1 部（写し可）及び修士論文要旨（1 枚）。 

②  修士論文 に相当する論文 1 部（写し可）及び論文要旨（1 枚） 

③  研究経過概要（4,000 文字以内）とその要旨（1 枚） 

④  生命機能研究科で取り組みたい研究計画書（4,000 文字程度）。 

①②が日本語・英語以外の場合は、英語の論文概要（5 枚程度）。 

※用紙はすべて A4 サイズ。 

英 語 能 力 証 明 書 

2022 年 12 月 1 日以降に受験した公開テストで、次の①～③いずれかの原本

を提出してください。※用紙はすべて A4 サイズ。 

①  TOEIC Listening & Reading Test 公式認定証 

②  TOEFLiBT 受験者用控えスコア票 

③  IELTS 成績証明書 

2023 年 4 月以降に TOEIC Listening & Reading Test を受験した方は、QR コ

ード付きの「デジタル公式認定証」も認めます。 

ただし、次の①～③の試験は認めません。 

① TOEIC：TOEIC-IP、TOEIC Speaking & Writing Test、TOEIC Speaking 

Test、TOEIC Bridge Test 

② TOEFL：ITP Test、  TOEFL iBT Home Edition 
③ IELTS：General Training Module  

※英語が母国語の国の国籍を有する者又同国に所在する大学院を卒業 (見込み )の者については、英語能力証

明書の提出が不要となる場合があります。該当する方は、 2024 年 11 月 22 日（金）までに末尾「問い合わせ

先」に問い合わせてください。  
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 （３） 出願に当たっての留意事項 

  ①志願者は出願に先立ち、必ず志望する教員と事前に連絡を取り、受入れの内諾を得てく

ださい。（定年退職や異動のある場合がありますので、在学期間中、継続して指導を受

けることが可能かどうか、個別に指導教員に確認してください。） 

②企業等に在職のまま入学を希望する者は、入学後の研究計画について、指導を希望する

教員と十分相談のうえ「社会人入学希望者研究計画書」を提出してください。なお、一

般学生と同様に修学には十分な研究時間を要すること、博士論文は本研究科に所属する

教員の研究室で実施された研究の成果でなければならないことを事前に了承のうえで出

願願います。（入学手続き時にその旨を記した「確認書」を提出していただきます）。 

③婚姻等により証明書に記載された氏名と現在の氏名が相違している場合は、改名したこ

とを証明する公的書類を添付してください。 

④出願書類内の一部項目は、Acrobat Reader で記入可能な入力フォームとなっています。

最新の Acrobat Reader をダウンロードしてください。また、氏名や住所等の項目は、他

の様式に自動的に反映します。文字数が多く入力フォームに収まらない場合や文字がす

べて表示されない場合などは入力フォームを利用せず、様式を出力し手書きで記入して

ください。 

  ⑤出願書類の記入事項及び書類等に不備がある場合は、原則として受理しません。 

  ⑥出願書類受理後は、書類の差換えや記入事項の変更は認めません。また、提出された出

願書類は返還しません。なお、納入された検定料は次の場合を除き返還できません。 

・出願書類を提出しなかった場合、又は受理されなかった場合 

・検定料を誤って二重に納入した場合 

  ⑦障がい等のある者で、受験上特別な配慮を希望する場合は、2024 年 11 月 22 日（金）ま

でに末尾「問い合わせ先」に申し出てください。 

  

在留カードの写し 

日本に在住する外国人の志願者は、「在留カードの両面の写し」を提出して

ください。日本人は提出不要です。 

（注）法務大臣が日本での永住を認めた者については、提出する必要はあり

ません。 

パスポートの写し 
海外に在住する外国人の志願者のみ、顔写真のあるページを提出してくださ

い。 

発 送 票 本研究科所定の様式に氏名等、必要事項を記入してください。 

受 験 票 

写   真   票 

本研究科所定の様式氏名を忘れずに記入してください。写真は、上半身正面

向無帽で出願前 3 か月以内に撮影した同一のものを貼付してください。（写

真の大きさ縦 4cm×横 3cm ） 

受 験 票 送 付 用 封 筒 
長形３号(12㎝×23.5㎝)の封筒の表面に、住所・氏名・郵便番号を明記し、

速達用料金として 410 円分の切手を貼付してください。 

国 費 留 学 生 証 明 書 国費外国人留学生の者は提出してください。検定料は不要です。 

社会人入学希望者研究計画書 企業等に在籍のまま入学を希望する者は、提出してください。 
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５ 選  抜  方  法 

 入学者の選抜は、次に示す口述試験及び出願書類を基に総合して行います。 

 （１） 口述試験実施日時 ： 2025 年 1 月 29 日（水）10 時～(時刻は予定) 

 （２） 口述試験実施方法 ： 

   口述試験は、修士論文又はこれに代わる論文や研究内容等について、Microsoft 社のパワ

ーポイント等のスライドを利用しプレゼンテーションを行っていただきます。その後、質

疑応答及び口頭試問を実施します。 

   試験時間は、個人ごとに発表（プレゼンテーション）（7 分）、及び質疑応答（13分）と

なります。 

 執筆論文や研究実績がない場合は、生命機能研究科で研究したいテーマについて、目的、

重要性、実験法とその原理、応用の可能性、社会的な意義などに加えて、更に近未来にご

自身が取り組んでみたい実験（実験法、意義、応用など）について、可能な限り具体的に

考えを説明してください。 

日本国外に居住しており、試験当日に会場に来ることができない場合、Zoom 等のインタ

ーネット経由での口述試験を受けることができます。遠隔受験を希望される場合は、願書

の該当欄で「希望する」を選択してください。 

 （３） 試  験  場 ： 大阪大学生命機能研究科生命システム棟２階 

     受験票は、2025 年 1 月中旬頃に発送します。なお、受験票が 1 月 22 日（水）を過ぎても

到着しないときは、末尾「問い合わせ先」に問い合わせてください。 

   受験に関する注意事項は、受験票と同封の上、送付します。 

 

６ 合 格 者 の 発 表 に つ い て 

   2025 年 2 月 21 日（金）10 時から本研究科ウェブサイト（URL  https://www.fbs.osaka-

u.ac.jp）において、合格者の受験番号を発表します。また、合格者に対しては、合格通知

書を郵送します。なお、電話、電子メール等による合否に関する照会には、一切応じませ

ん。 

（システムの障害等やむを得ない事態が生じた場合、ウェブサイトの掲載を中止あるいは

中断することがあります。ウェブサイトへの掲載は、情報提供の一環として行うものです

ので、正式には合格者本人宛に郵送する合格通知書で確認してください。） 

 

７ 入  学  手  続 

  合格者は、合格通知書とともに郵送される「入学手続案内」に従い、次のとおり入学手続

を完了してください。（詳細については「入学手続案内」でお知らせします。） 

  なお、下記入学手続期間中に、入学手続を完了しない者は、入学を辞退したものとして取

り扱います。 

 （１） 入学手続期間：2025 年 2 月 26 日（水）～3 月 5 日（水）まで 

 （２） 納入金：入 学 料 282,000 円 

        授 業 料 半期分 267,900 円（年額 535,800 円） 

※いずれも 2024 年 9 月 1 日現在 

なお、納入金は、予定額であり、在学中に納入金額の改定が行われた場合には、改定時か

ら新たな納入金額が適用されます。2025 年 3 月に本学大学院博士前期（修士）課程又は法科

大学院の課程修了後、引き続き入学する者は、入学料は不要です。 

 （3） 入 学 期 日：2025 年 4 月 1 日 

 （4） 授 業 開 始 日：2025 年 4 月上旬から（入学時オリエンテーション実施予定） 

 

８ アドミッション支援デスク（AAD）について【海外の大学を卒業・卒業見込みの方対象】 

大阪大学では、本学に研究生または大学院生として入学を希望する 海外の大学を卒業・修

了（または卒業・修了見込み）の方を対象 に、「アドミッション支援デスク (Admissions 
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Assistance Desk, 略称 AAD)」を用意しています。 

本研究科の大学院入試に出願する場合、出願前に指導を受ける教員の内諾が必要となりま

すが、この最初のコンタクトを AAD がサポートします。志願者は AAD を窓口として申請するこ

とで、申請内容が正確にかつ効率的に志望する教員に届きますので、出願の準備をスムーズ

に行うことができます。 

本研究科では、海外の大学を卒業・修了（または卒業・修了見込み）の方については（た

だし、本学内で既に研究生等で学籍がある者については除く。）、AAD への申請を必須 とし

ますので、指導を希望する教員へ連絡をする前に、下記 AAD に申請のうえ、必ずコンタクト

「可」の許可を得てください。AAD へ申請せずに出願された場合は、出願書類を受理しません

ので注意してください。 

なお、AAD への申請状況を確認するため、願書の所定欄に AAD への申請年月日を記入してく

ださい。 

 

大阪大学アドミッション支援デスク（AAD） 

（日本語） https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/inbound/dragongate 

（英語） https://www.osaka-u.ac.jp/en/international/inbound/dragongate 

 

【問合せ先】 

大阪大学 アドミッション支援デスク（AAD) 

Email: contact[at]ryumon.osaka-u.ac.jp ([at]は＠に変更してください) 

 

※AAD への申請は、指導を希望する教員とのコンタクトの可否をお知らせするものであって、

受入れの内諾を意味するものではありません。また、申請からコンタクトの可否の結果

が出るまで、およそ３週間程度かかりますので、出願期間に間に合うよう、余裕をもっ

て AAD に申請するようにしてください。 

 

９ 優秀な私費外国人留学生に対する授業料免除制度 

大阪大学では、研究力の強化と留学生の受入増進のために大学院入学試験において優秀で

あると認められる私費外国人留学生に対する授業料免除制度（特待留学生授業料免除）を実

施しています。本入試は特待留学生授業料免除の対象となっており、本入試に合格し、優秀

と認められた留学生は本制度による授業料免除の候補者となります。 

本制度への申請を希望する私費外国人留学生（免除開始時点において、在留資格が「留学」

である者。なお、民間奨学金等により、授業料支援を目的とした授業料相当額の支援を受け

ている者や国費外国人留学生、外国政府派遣留学生は除きます。）は、入学願書の申請希望

欄に○を付し、本研究科にて選考のうえ、候補者に決定された合格者には、合格通知送付時

に通知します。 

 

１０ 入試情報の開示 

  個人成績について、次の項目を開示します。 

   ○ 個人の総点（口述試験）※入試順位は開示しません。 

     受験者本人（代理人は不可）に対し「個人成績表」を郵送し開示しますので、希望

者は下記の書類を「特定記録郵便」により末尾「問い合わせ先」へ郵送してください

（受付期間内必着）。 

    受 付 期 間 ： 2025 年 2 月 26 日（水）～3 月 5 日（水） 

 

    申 込 必 要 書 類     

     ○ 入学試験個人成績開示依頼書（所定用紙）※本研究科ウェブサイトからダウンロード 

     ○ 受   験   票 
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     ○ 返 信 用 封 筒 

       定形（長形３号）封筒に申込者（受験者本人）の郵便番号・住所・氏名を明記

し、郵便切手 320 円（特定記録郵便料金）を貼付してください。 

       ※成績開示依頼書を送付してから 1 か月を経過しても返信が届かない場合は、末

尾「問い合わせ先」に問い合わせてください。 

 

１１ 個人情報の取扱いについて 

 （１） 出願時に提出された氏名、住所及びその他の個人情報については、「入学者選抜（出

願処理及び選抜試験実施）」、「合格者の発表」及び「入学手続」等の入試業務を行う

ために利用します。また、入学者については、「教務関係（学籍管理及び修学指導

等）」、「学生支援関係（健康管理、奨学金業務及び就職支援等）」及び「授業料収納

に関する業務」を行うためにも利用します。 

 （２） 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、「入試結果の集計・分析」、「入学者

選抜方法の調査・研究」及び「学生支援関係（奨学金業務等）」のために利用します。 

 （３） （１）及び（２）で得られた個人情報は、上記のほか、「入学者選抜方法及び大学教育の

改善」、「大学の管理運営（各種調査・分析、事業企画等）」のために利用することが

あります。ただし、個人が特定される形で、その成果が公表されることはありません。 

 （4） 上記（１）、（２）及び（３）の業務を行うに当たり、一部の業務を外部の事業者に委託す

る場合があります。この場合、外部の事業者と個人情報の取扱いが適切に行われるよう

契約を結んだうえで、当該事業者に対して、提出された個人情報の全部又は一部を提供

します。 

 

１２ そ   の   他 

 （１） 入学願書の履歴、入学資格等について虚偽の記載をした者は、入学決定後であっても

入学の許可を取り消すことがあります。  

 （２） 不測の事態（自然災害や感染症の全国的な拡大等）により、入学試験の実施方法等を

変更する場合があります。 

変更等があった場合は、本研究科ウェブサイトを通じて、あるいは受験票の交付の際

などにお知らせします。場合によっては、入学試験の実施を延期することもありますの

で、必ずウェブサイト等で確認するようにしてください。 

（3） 郵便料金の改定が実施された場合は、本募集要項に記載した切手の料金に変更が生じ

る可能性があります。切手料金の変更が生じる場合は、本研究科ウェブサイトの

「NEWS&TOPICS」内でお知らせしますので、出願等の手続きを取る前に、必ず事前に確認

するようにしてください。 

（4） 本学では「外国為替及び外国貿易法」に基づき「大阪大学安全保障輸出管理規程」を

定めて貨物の輸出、技術の提供（人の受入を含む）について厳格な審査を実施していま

す。規制事項に該当する場合は、合格しても入学が認められない場合や、希望する教育

が受けられない又は研究が実施できない等の制限がかかる場合がありますのでご留意く

ださい。詳細については、ウェブサイトを参照してください。 

 （日本語）https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/secur_exp/outline 

 （英語）https://www.osaka-u.ac.jp/en/research/secur_exp/outline 
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〔 吹田キャンパスマップ 〕 

【電車・モノレール】

◯阪急電車千里線

北千里駅（終点）下車 東へ徒歩 約３０分

◯大阪モノレール

阪大病院前駅下車 徒歩約５分

【バス】 いずれも、阪大医学部前・徒歩約２分

◯阪急バス

・ 千里中央発「阪大本部前行」、「茨木美穂ヶ丘行」

・ 北千里発「阪大病院線」※千里中央発、北千里経由もあります。

◯近鉄バス

・ 阪急茨木市駅発「阪大本部前行」（JR 茨木駅経由）

－ 問い合わせ先 －

大阪大学大学院生命機能研究科 大学院係

〒５６５－０８７１ 大阪府吹田市山田丘１－３

E-mail：seimei-daigakuin@office.osaka-u.ac.jp
TEL：０６－６８７９－４４２１（直通）

受付時間 ９：００～１１：００ 及び １３：００～１６：００

（土・日曜日・祝日、年末年始を除く。）

URL https://www.fbs.osaka-u.ac.jp/ 

22‐1 入試会場 

生命機能研究科 




